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トライアスロン・がいな祭
７月17日（日）、「リスタート」を合言葉
とし、東日本大震災からの復興と、新た
な出発を目指す大会と位置付け、皆生温
泉を主会場に第31回全日本トライアス
ロン皆生大会が開催されました。
７月30日（土）・31日（日）には、「確か
な絆のために　とどけ！がいな米子の心
意気!!」をメインテーマに第38回米子が
いな祭が開催されました。



『人と人』との絆に感動！　がいな米子の心意気をみた !!
　７月30日（土）・31日（日）に、「確かな絆のために　とどけ！がいな米子の心意気 !!」をメインテーマに第38回米子がい
な祭が開催されました。
　真夏日のなか、がいな太鼓のふれ太鼓にはじまり、がいな太鼓・がいな万灯・がいなよさこい鳴子連による「がいなコラ
ボレーション」がオープニングを飾りました。市内の小学校３校によるマーチングバンドが華を添えて「がいなパレード」
がスタートし、駅前通りを中心に祭の熱気に包まれました。思い思いの衣装で踊る 63連が参加した「がいなパレード」や
勇壮ながいな太鼓の演奏、夜にはがいな万灯の妙技と多くの観衆を魅了しました。また、中海市長会のイベント交流事業と
して松江開府 400年祭から「まつえ若武者隊・舞姫隊」が歌や踊り、演武を披露されました。
　２日目も駅前通り、だんだん広場、各商店街などでやんちゃパレードなど多くのイベントが開催されました。また、湊山
公園でも多くのイベントを開催し、多くの人で賑わいました。
　祭の最後は、大花火大会。がいな太鼓の演奏の中、約7,000発の花火が錦海の夜空を彩り、ラスト12分間は「リズミカル
･スターマイン」で息もつかせぬリズミカルな鼓動を響かせ、二日間にわたる祭りを盛大に締めくくりました。



今年も灼熱の中の激闘！157名もの選手がリタイヤするサバイバルレース
20年ぶりの出場となる 谷

たに

　新
しん

吾
ご

選手（愛知県）が制してＶ２、女子は初出場の大
おおまつ

松沙
さ お り

央理選手（愛知県）が感動の初優勝

　第31回全日本トライアスロン皆生大会は「リスタート」を合言葉とし、東日本大震災からの復興と、新たな出発を目指す
大会と位置付け、７月17日（日）に国内トライアスロン発祥の地・皆生温泉を主会場に開催されました。
　最高気温が 34度を超す灼熱の太陽の下、個人の部 804名、リレーの部 43チームの選手がスイム３km、バイク 145km、
ラン 42.195kmの過酷な鉄人レースに挑み、約 4,500人のボランティアのサポートと多くの沿道の人々の声援を背に死力を
尽くすものの、157名がリタイヤするというサバイバルレースとなりました。
　20年ぶりに皆生大会に帰ってきた谷選手（愛知）が、４連覇・通算Ｖ９のかかる藤原選手（栃木）を押さえ見事二度目の総
合優勝を飾りました。女子は昨年３位のケリー・美枝子選手（サイパン）が２位以下を 10分以上離してランに入りましたが、
ランが得意な初出場の大松選手（愛知）が 10キロ地点で逆転し、30分も引き離し圧倒的な強さで初優勝しました。
　また、昨年の 30回記念大会を視察された観光庁の溝

みぞはた

畑　宏
ひろし

長官が、今大会では鳥取県選手とチームを組んで最後の 3.8 キ
ロを走り、伝統の皆生大会を体験されました。
　皆生大会恒例の「灼熱の中での過酷なレース」に今年も新たな歴史が刻まれた大会でした。

　真夏の２大イベント「第 31 回全日本トライ
アスロン皆生大会」と「第 38 回米子がいな祭」
は、大盛況のうちに無事終了することができ
ました。
　これもひとえに市民の皆さんをはじめ、ボ
ランティアの皆さん、周辺市町村並びに関係
各位の絶大なるご支援、ご協力のたまものと
心から感謝申し上げます。
　今後とも、一層のご支援、ご協力をたまわ
りますようお願い申し上げ、お礼の言葉とい
たします。

米子市長　野坂康夫

熱く燃えた米子の夏
真夏の２大イベント
盛大に開催！



■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
《
仏
像
は
ど
こ
に

消
え
た
の
か
!?
》

　

東
西
壁
に
光
背
や
台
座
は
描
か

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
と
な
る

仏
像
が
確
認
で
き
な
い
…
。

　

上
淀
廃
寺
最
大
の
謎
を
解
き
明

か
す
。

◆
10
月
29
日
㈯

　

午
後
２
時
～
５
時

◆
米
子
市
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー

　

さ
な
め
ホ
ー
ル

記
念
講
演

水
野
正
好
さ
ん

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

山
崎
隆
之
さ
ん

百
橋
明
穂
さ
ん　

松
田
誠
一
郎
さ
ん

島
田
敏
男
さ
ん　

他

入
場
無
料

■
コ
ン
サ
ー
ト

　
《
古
代
の
響
》

　

古
代
楽
器
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
伽カ

倻ヤ

琴グ
ム

、
古
代
琴
、
和
琴
の
演
奏
と
解

説
を
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

◆
10
月
29
日
㈯

　

午
後
６
時
～
７
時
30
分

◆
米
子
市
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー

　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

出

演

李イ

知ジ

宣ソ
ン

さ
ん

大
西
瑞
香
さ
ん

藤
井
浩
基
さ
ん

一
般
券　

前
売
１
０
０
０
円
（
当
日

200
円
増
）、
中
学
生
以
下 

無
料

※
未
就
学
児
入
場
不
可

■
現
地
探
訪

　
《
上
淀
の
秋
を
愉た

の

し
む
》

　

上
淀
白
鳳
の
丘
展
示
館
と
上
淀
廃

寺
跡
及
び
そ
の
周
辺
遺
跡
を
解
説
し

な
が
ら
巡
り
、
深
ま
り
ゆ
く
上
淀

の
秋
を
愉た

の

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
10
月
30
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

　
（
昼
食
後
、
解
散
）

◆
「
白
鳳
の
里
」
ど
ん
ぐ
り
館
前

広
場
集
合　

参
加
費　

１
８
０
０
円

（
昼
食
代
、
入
館
料
等
込
）

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
申
込
・
問
合
せ

米
子
市
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
39
―
４
０
５
０
）

主
催　

米
子
市
・
米
子
市
教
育

委
員
会
・
㈶
米
子
市
教
育
文
化

事
業
団
・
㈱
白
鳳

上
淀
白
鳳
の
丘
展
示
館
オ
ー
プ
ン
記
念
協
賛
事
業

上
淀
廃
寺
の
謎
を
究
明
せ
よ

～
聴
い
て
♪
見
て　
食
べ
て
学
ぶ
古
代
史
～

10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰



　

米
子
発
!!
「
ア
ニ
メ
カ
ル
チ
ャ
ー

＝
ア
ニ
カ
ル
」
の
チ
カ
ラ
で
米
子
を

元
気
に
す
る
ア
ニ
メ
の
総
合
イ
ベ
ン

ト
「
と
っ
と
り
ア
ニ
カ
ル
ま
つ
り

2011
」

が
い
よ
い
よ
開
催
さ
れ
ま
す
！

　

ア
ニ
ソ
ン
界
の
大
御
所
「
水
木
一

郎
」
を
は
じ
め
豪
華
ゲ
ス
ト
ら
に
よ

る
「
ア
ニ
ソ
ン
ラ
イ
ブ
」、「
声
優
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
」、
米
子
市
出
身
の
赤あ

か

い井
孝た

か

美み

さ
ん
所
属
の
ア
ニ
メ
製
作
会
社
ガ

イ
ナ
ッ
ク
ス
と
、
日
南
町
出
身
の
長は

谷せ
が
わ
ひ
ろ
し

川
洋
さ
ん
の
ア
ニ
メ
製
作
会
社
ス

タ
ジ
オ
デ
ィ
ー
ン
に
よ
る
「
ア
ニ
メ

原
画
展
」、
コ
ス
プ
レ
、
東
方
同
人
誌

販
売
な
ど
会
場
全
体
が
ア
ニ
メ
の
世

界
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

■
と

き　

９
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

　
　
　
　
　
（
開
場
：
午
前
10
時
）

■
と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料

※
一
部
有
料
イ
ベ
ン
ト
有
り

■
内

容

ア
ニ
ソ
ン
ラ
イ
ブ
＆
歌
合
戦
／
声
優

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
／
ガ
イ
ナ
ッ
ク
ス
原

画
展
／
ス
タ
ジ
オ
デ
ィ
ー
ン
原
画
展

＆
民
話
ア
ニ
メ
上
映
／
東
方
Ｐ
ｒ
ｏ

ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
同
人
誌
販
売
「
東
方
因
幡

祭
」／
コ
ス
プ
レ
撮
影
会
／
ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ー
／
イ
ラ
ス
ト
展
／
ボ
ー
カ
ロ

イ
ド
楽
曲
こ
ん
て
す
と
／
企
画
喫
茶

ア
ニ
カ
ル
か
ふ
ぇ
／
痛い

た
し
ゃ車
コ
ン
テ
ス

ト
／
他

　映画を軸にアニメ・マンガ・音楽・写真・ホビー…さまざまな文化が現在進行形で展開す
る中心市街地活性化イベント「米子映画事変」。米子の街中がポップカルチャーに染まる３
日間。
　ガイナックス赤井孝美監督による米子市を舞台にした大特撮巨編「ネギマン」公開、自主
制作短編映画の上映会「３分映画宴」、若手実力監督の意欲作や国際学生アニメーション映
画祭入賞作品などさまざまなジャンルの映像作品を、商店街の空き店舗を使って一挙上映。
　また、泉谷しげる、北野　誠、石橋　凌など、多彩なゲストのトークショーとライブ、戸
板市、「DARAZ 夜市」、立て看板に東日
本大震災の被災地に応援のエールを絵や
文字で描く「ステカン CANVAS プロジェ
クト」など商店街の至るところで同時開
催イベントも多数行なわれます。
■と き　23日（金・祝）・24日（土）・25日（日）
■ところ　中心市街地商店街（元町サンロード～本通り商店街）
■問合せ　米子映画事変実行委員会（「ヨナゴフィルム」　法勝寺町 69　☎２１－５２８１）

くわしくは公式サイトで…

■
ゲ
ス
ト

水
木
一
郎

「
マ
ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
」「
バ
ビ
ル
Ⅱ
世
」

Ｍ
Ｉ
Ｑ
「
聖
戦
士
ダ
ン
バ
イ
ン
」

松
本
梨
香
「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
主
題
歌
、

サ
ト
シ
役
」

サ
イ
キ
ッ
ク
ラ
バ
ー
「
侍
戦
隊
シ

ン
ケ
ン
ジ
ャ
ー
」

石
田
燿
子
「
美
少
女
戦
士
セ
ー
ラ
ー

ム
ー
ン
Ｒ
」

関
智
一
「
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
鈴

原
ト
ウ
ジ
役
」

倉
田
て
つ
を
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ブ

ラ
ッ
ク
」

若
林
直
美「
ア
イ
ド
ル
マ
ス
タ
ー
」

下
田
麻
美「
ア
イ
ド
ル
マ
ス
タ
ー
」

西
墻
由
香
「
イ
ナ
ズ
マ
イ
レ
ブ
ン

風
丸
一
郎
太
役
」

ア
ニ
ソ
ン
ラ
イ
ブ
＆
歌
合
戦

■
と

き　

９
月
４
日
㈰ 

午
後
２
時

　
　
　
　
　
（
開
場
：
午
後
１
時 

）

■
と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

前
売
り
２
５
０
０
円
・
当
日

３
０
０
０
円　

小
学
生
以
下
１
０
０
０
円

ア
ニ
ソ
ン
ラ
イ
ブ
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
ロ
ー

ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
ｅ
プ
ラ
ス
、
米
子
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
倉
吉
未
来
中
心
、

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
他
で
絶
賛
発
売
中
！

くわしくは公式サイトで…

Ⓒ赤井孝美・とっとりアニカルまつり



　

デ
ザ
イ
ン
な
ど
が
優
れ
、
良
好

な
都
市
景
観
の
形
成
に
貢
献
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
建
築
物
、
工

作
物
、
屋
外
広
告
物
そ
の
他
の
施

設
、
緑
化
施
設
な
ど
を
対
象
に
、

「
第
２
回
平
成
の
米
子
市
都
市
景

観
施
設
賞
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
応
募
の
あ
っ
た

も
の
の
中
か
ら
優
秀
な
施
設
を
表

彰
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
紹

介
し
て
い
く
こ
と
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
事
業
者
の
方
々
に
都
市
の

景
観
形
成
に
対
す
る
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

■
募
集
対
象
と
そ
の
内
容

　

募
集
す
る
対
象
は
、
米
子
市
内

に
あ
る
平
成
元
年
以
降
に
新
築
、

改
築
、
改
修
さ
れ
、
公
共
の
場
所

か
ら
見
え
る
民
間
施
設
（
関
係
法

令
、
所
定
の
手
続
き
を
完
了
し
て

お
り
、
独
立
行
政
法
人
を
除
い
た

も
の
）
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
、
県
、
市
な
ど
か
ら

同
一
趣
旨
の
表
彰
を
受
け
た
も
の

は
除
き
ま
す
。

内 容
集合住宅、戸建住宅、商業施設（店舗、事務所）、
工場、流通施設などの建築物で景観上優れたもの
橋梁、煙突、鉄塔、擁壁、石垣、街路灯などの工
作物で景観上優れたもの
屋上・壁面・突出広告物、独立して設置されてい
る野立広告物などで景観上優れたもの

庭園、植栽などで景観上優れたもの

上記施設の複合体で、住宅団地、商店街などで景
観上優れたもの

対象施設

建 築 物

工 作 物

屋 外 広 告 物
その他の施設

緑 化 施 設

複 合 施 設

■
選
考
基
準

周
辺
環
境
に
配
慮
し
調
和
が
取
れ

て
い
る
／
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
優

れ
、
周
辺
の
景
観
の
手
本
と
な
っ

て
い
る
／
そ
の
他
こ
の
制
度
の
趣

旨
に
か
な
っ
て
い
る

■
募
集
期
間

９
月
１
日
㈭
～
11
月
30
日
㈬

■
応

募

▼
応
募
者　

ど
な
た
で
も
何
点
で

も
応
募
で
き
ま
す
が
、
応
募
用
紙

１
通
に
つ
き
１
点
限
り
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
所
有
者
の
同
意
が

得
ら
れ
な
い
施
設
に
つ
い
て
は
、

審
査
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
応
募
者
が
所
有
者
へ
の
確
認
が

難
し
い
場
合
は
、
米
子
市
が
確
認

し
ま
す
。）

▼
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
都
市
計
画

課
（
本
庁
舎
２
階
）
ま
で
ご
持
参

い
た
だ
く
か
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
、
フ
ァ
イ
ル
サ

イ
ズ
は
合
計
２
Ｍ
Ｂ
ま
で
、
画
像

フ
ァ
イ
ル
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
と
し

て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
米
子

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
提
出
書
類

平
成
の
米
子
市
都
市
景
観
施
設
賞

応
募
用
紙
…
１
部
、
応
募
用
紙
添

付
写
真
…
２
枚（
近
景
及
び
遠
景
、

カ
ラ
ー　

キ
ャ
ビ
ネ
判
、
撮
影
後

６
か
月
以
内
で
修
正
し
て
い
な
い

も
の
）

《
注
》

①
審
査
に
必
要
な
資
料
を
追
加
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

②
応
募
さ
れ
た
物
件
に
つ
い
て
、

審
査
に
必
要
な
事
項
を
お
伺
い
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
提
出
さ
れ
た
資
料
は
、
原
則
と

し
て
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。な
お
、

主
催
者
（
米
子
市
）
は
刊
行
物
等

へ
の
掲
示
で
各
種
景
観
形
成
の
広

報
活
動
に
、
入
選
作
品
の
写
真
等

の
資
料
を
無
償
で
使
用
で
き
る
も

の
と
し
ま
す
。

④
受
賞
さ
れ
た
物
件
に
係
る
写
真

等
に
つ
い
て
は
、デ
ー
タ
（
ネ
ガ
、

ポ
ジ
等
）
を
提
出
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
写
真
に
関

し
て
は
、
構
成
上
編
集
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
審
査
方
法
・
発
表

　

米
子
市
景
観
審
議
会
で
審
査

し
、
審
査
結

果
を
各
人
に

通
知
す
る
ほ

か
、
米
子
市

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
広
報
よ

な
ご
に
掲
載

し
公
表
し
ま

す
。

▼
審
査
時
期

平
成
24
年
１
月
中
旬
予
定

■
表
彰

　

都
市
景
観
施
設
賞（
１
施
設
）を

受
賞
し
た
建
築
物
等
の
建
築
主

（
ま
た
は
所
有
者
・
管
理
者
）、
設

計
者
及
び
施
工
者（
ま
た
は
製
作

者
）に
、
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
表
彰
時
期

平
成
24
年
２
月
中
旬
予
定

■
個
人
情
報
等
の
利
用
目
的

　

応
募
用
紙
等
に
記
載
さ
れ
た
対

象
施
設
の
名
称
、
所
在
地
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
照
会
等
の
際
に
利

用
し
、
応
募
の
方
の
住
所
、
電
話

番
号
に
関
し
て
は
、
連
絡
事
項
が

あ
る
場
合
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

■
受
付･

問
合
せ

〒
683
―
８
６
８
６

米
子
市
加
茂
町
１
―
１

米
子
市
役
所　

都
市
計
画
課　

景

観
係
（
☎
23
―
５
２
０
０
）

Ｅ
メ
ー
ル
…toshikeikaku@

city.yonago.lg.jp

緑化施設
参考イメージ

屋外広告物その他
の施設イメージ写真



市職員の給与などをお知らせします

　職員の初任給
区 分 米子市 国
大学卒 161,600円 172,200円
高校卒 140,100 円 140,100円

※採用前に民間企業などでの勤務経験がない場合です。

　特別職の報酬など
区 分 給料・報酬月額 期末手当
市 長 855,000 円

６月　　1.4月分
12月　　1.5月分

計　　2.9月分

副市長 720,720円
教育長 623,760円
議 長 541,000円
副議長 475,000円
議 員 440,000円

※市長、議員などの特別職の給料・報酬は、「特別職報酬等審議会」
　の答申を受け、市議会での審議を経て条例で定められます。
※市長、副市長、教育長の給料は、市長10％、副市長９％、
　教育長８％を減額した後のものです。

　職員の平均給料月額と平均年齢

区 分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 346,399円 44.3歳

※諸手当は含んでいません。
※平均給料月額は、給与減額後の額です。

　職員数の状況
区 分 職員定数 職員数

市長の事務部局 774人 745人
議会の事務部局 ９人 ７人
監査委員の事務部局 ５人 ５人
選挙管理委員会の事務部局 ５人 4人
教育委員会の事務部局 65人 56人
公平委員会の事務部局 １人 ０人
農業委員会の事務部局 ７人 6人
水道局 114人 114人

合 計 980人 937人

　主な職員手当
手当の区分 内 容

毎
月
支
給
さ
れ
る
も
の

扶養手当 ○配偶者…月額13,000円　　○配偶者以外の扶養親族…１人につき月額6,500円
○16歳から 22歳までの子…１人につき月額5,000円を加算

住居手当 ○月額12,000円を超える家賃を支払って借家等に居住する職員…家賃の額に応じ月額最高27,000円まで

通勤手当
通勤距離が、いずれも片道２km 以上の場合
○交通機関などの利用者…運賃相当（定期券と回数券のうち安価な方）の額
○自動車などの使用者…通勤距離に応じ、月額 2,200円～ 30,400円

管理職手当 課長級以上の者、保育園長（額はいずれも減額後）
○部長：60,160円　○次長：51,360円　○課長：43,200円　○主査：38,240円　○園長：34,880円

そ
の
他

特殊勤務手当
特別の考慮を必要とする特殊な勤務に従事したとき
○行旅病死人救護等業務手当（１回につき 1,500円～ 2,500円）
○犬猫等死体処理業務手当（１件につき 300円）など

時間外勤務手当 正規の勤務時間を超えて勤務した場合

期末・勤勉手当

区 分 ６月期 12月期 計
期末手当 1.225月分 1.375月分 2.60月分
勤勉手当 0.675月分 0.675月分 1.35月分
合 計 1.90月分 2.05月分 3.95月分

（平成23年４月１日現在）

（平成23年４月１日現在） （平成23年４月１日現在）

（平成23年４月１日現在）

（平成23年４月１日現在）

　

市
職
員
の
給
与
は
、
地
方

公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
国
の
人
事
院
勧
告
や
県

人
事
委
員
会
の
勧
告
な
ど
を

参
考
に
、
市
議
会
で
の
審
議

を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。「
給
与
」
に
は
、

基
本
給
で
あ
る
「
給
料
」
と
、

扶
養
、
住
居
、
通
勤
な
ど
の

「
諸
手
当
」
や
民
間
の
賞
与

に
あ
た
る
「
期
末
勤
勉
手
当
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
本
市

で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

考
慮
し
、
財
政
健
全
化
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
給
与
の
減
額

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

給
与
の
減
額

　

本
市
で
は
、
今
年
度
も
引

き
続
き
、
特
例
減
額
措
置
と

し
て
、
職
員
の
給
料
を
職
務

に
応
じ
て
３
～
６
％
（
平
均

３
・
13
％
）
減
額
す
る
と
と

も
に
、
管
理
職
手
当
を
20
％

減
額
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
、

水
道
事
業
管
理
者
に
つ
い
て

は
、
給
料
及
び
期
末
手
当
を

10
～
８
％
減
額
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ

り
、
平
成
23
年
度
で
は
約

１
億
５
６
０
０
万
円
程
度
の

人
件
費
が
削
減
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。職

員
数
の
適
正
化

　

本
市
で
は
、「
米
子
市
職
員

定
員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ

い
て
民
間
委
託
等
の
推
進
、

早
期
退
職
勧
奨
の
実
施
等
に

よ
る
職
員
定
数
の
適
正
化
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
結

果
、
平
成
23
年
５
月
現
在
で

93
人
を
削
減
し
、
平
成
26
年

度
ま
で
に
さ
ら
な
る
職
員
数

の
削
減
を
行
な
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
現
在
の
米
子
市

の
職
員
数
は
、
人
口
や
産
業

構
造
が
類
似
し
た
他
の
自
治

体
と
比
べ
る
と
最
も
少
な
い

水
準
に
あ
り
ま
す
が
、
効
率

的
で
効
果
的
な
組
織
運
営
を

行
な
う
こ
と
で
、
今
後
も
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

職
員
課

（
☎
23
―
５
３
４
１
）



　

米
子
市
と
米

子
市
民
生
児
童

委
員
協
議
会
は

共
同
で
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
緊
急
時
の

連
絡
先
や
日
常
生
活
上
の
困
り

ご
と
な
ど
を
調
査
し
て
い
ま

す
。
調
査
対
象
者
は
、
市
内
に

お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
方
と
65
歳
以
上
の
み

の
世
帯
で
す
。

　

市
民
生
活
の
向
上
を
め
ざ
し
、
生

活
充
実
都
市
・
米
子
の
さ
ら
な
る
発

展
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
市
長
が
各
地
域
に
伺

い
、
本
市
の
現
状
や
課
題
、
今
後
の

取
組
み
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
皆
様

方
と
意
見
交
換
を
行
な
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

９
月
の
開
催
予
定
は
次
の
と
お

り
で
、
そ
の
後
も
各
公
民
館
で
順
次

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
よ
り
多

く
の
高
齢
者
の
方
を
調
査
対

象
と
す
る
た
め
、
住
民
基
本

台
帳
の
情
報
に
基
づ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
担
当
の
民
生

児
童
委
員
が
お
う
か
が
い
し

ま
す
。

　

ご
回
答
い
た
だ
い
た
情
報

は
、
支
援
の
必
要
な
方
の
把

握
や
日
常
の
支
援
活
動
や
、

市
の
高
齢
者
福
祉
施
策
の
基

礎
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
く

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

『
市
長
と
語
ろ
う　

い
き
い
き
米
子
の
ま
ち
づ
く
り
』

米
子
市
在
宅
高
齢
者
実
態
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

と
と
も
に
、
緊
急
時
や
災
害

時
の
対
応
に
役
立
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
目
的
外
の
利
用

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
調
査

の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
調

査
票
の
記
入
お
よ
び
提
出
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

長
寿
社
会
課

（
☎
23
―
５
１
５
５
）

　

鳥
取
県
西
部
地
震
を
風
化
さ
せ
な

い
こ
と
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

生
か
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
10
月
６
日
㈭
午
前

９
時
30
分
か
ら
、「
米
子
市
防
災
訓

練
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練

は
、
米
子
市
、

鳥
取
県
西
部
広

域
行
政
管
理
組

合
消
防
局
、
米

子
市
消
防
団
、

米
子
警
察
署
な

ど
の
防
災
関
係

機
関
を
は
じ
め
、
会
場
と
な
る
小
学

校
の
教
職
員
、
児
童
、
校
区
内
の
自

治
会
、
自
主
防
災
会
な
ど
か
ら
の
参

加
を
予
定
し
て
お
り
、
住
民
参
加
型

の
訓
練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す

る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら

防
災
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
の
機
会
に
、
今
一
度
防
災

に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
訓
練
の
被
害
想
定　

平
成
23
年
10

月
６
日
㈭
午
前
９
時
30
分
、
鳥
取
県

米
子
市
皆
生
海
岸
沖
で
震
度
７
強

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
５
）
の
地

震
が
発
生
。
家
屋
等
が
倒
壊
、
各

所
に
火
災
が
発
生
し
、
通
信
・
電

力
・
水
道
・
ガ
ス
等
の
公
共
施
設

は
各
所
で
寸
断
さ
れ
、
米
子
市
を

中
心
に
鳥
取
県
西
部
全
域
に
わ
た

り
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
い
る
模

様
。
な
お
、
大
阪
管
区
気
象
台
は
、

鳥
取
県
沿
岸
に
大
津
波
警
報
を
発

表
し
た
。

◆
訓
練
会
場　

河
崎
小
学
校　

◆
訓
練
情
報
等
の
伝
達　

今
回
の

訓
練
で
は
、
訓
練
会
場
と
な
る
小

学
校
の
校
区
内
の
皆
さ
ん
へ
、
避

難
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
防
災
行

政
無
線
、
広
報
車
を
使
用
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
実
際
の
災

害
情
報
と
お
間
違
え
に
な
ら
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
そ
の
他　

訓
練
に
ご
参
加
い
た

だ
く
住
民
の
方
は
、
会
場
と
な
る

校
区
内
の
方
を
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
地
区
の
方
の
見
学
は
自

由
で
す
が
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
自
動
車
で
の
ご

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

当
日
、
手
話
通
訳
あ
り
。

■
問
合
せ

防
災
安
全
課
（
☎
23
―
５
３
３
７
）

米
子
市
防
災
訓
練
開
催

開催日時 場 所
９月20日（火） 大高公民館
９月22日（木） 宇田川分館
９月26日（月） 大和分館
９月28日（水） 淀江公民館
９月30日（金） 巌公民館
※時間は、いずれも午後７時から



オータムジャンボ宝くじ
１等・前後賞合わせて２億 5,000 万円
当たり実感のある少額賞金も豊富！

売り切れしだい発売終了！

■発売期間　９月26日（月）～10月14日（金）
■抽せん日　10月21日（金）
■この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環
境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使
われます。
■昨年のオータムジャンボ宝くじ（第 592回全国自治宝
くじ）の時効（平成 23年 10月 31 日）が迫っています
のでお忘れなく。

宝くじの助成金で整備しました
　県地区自治連合
会に、宝くじの社会
貢献広報事業とし
てアルミステージ
が整備されました。
　壮大な太鼓と地
区の子どもたちの
競演では、会場全体
が大いに賑わい、笑顔で親睦・交流を深め
ました。
■問合せ　市民自治推進課
　　　　　（☎２３－５３７１）

米子市まちづくり活動支援交付金事業
今年度の交付対象事業が決まりました

市内で活動する団体が、地域の課題の解決や、よりよい市民生活の実現のために、創意工夫して行なう活動を支援する「米
子市まちづくり活動支援交付金」の交付事業が決まりました。
申請のあった団体による事業内容についての説明発表会を、６月27日に開催し、審査委員がそれぞれの事業を、「公益性」・「継
続性」などの審査項目ごとに評価しました。その審査報告をもとに、今年度交付する４事業を次のとおり決定しましたので
お知らせします。　　　　　■問合せ　市民自治推進課協働推進係（☎２３－５３７５）

団体名 事業名 事業概要 事業費総額
（交付金額）

ち
ょ
っ
こ
し
活
動
コ
ー
ス

法勝寺町商
店会

ほっしょうじ通り
だんだん傘プロ
ジェクト

「昔ながらの元気なまち・歩いていてどこか懐かしいまち・陽のあたるまち法勝寺町」
をコンセプトにしたまちづくりの一環として、アーケードの途切れる紺屋町商店街
から元町通り商店街（将来的には茶町）までの間を、雨の日でも、安心、安全、快
適に歩けるよう、無料の置き傘を設置する。

80,000
（80,000）

アロマケア
ステーショ
ン

アロマセラピー教
室＆音楽療法

アロマセラピー・音楽療法を取り入れながら、心身の健康を促すことを目的とする。
親子アロマセラピー教室、施設の音楽療法や芳香療法を行ないながら、年齢に応じ
て健康、予防医学の知識を得ること、子育て支援、親子のコミュニケーションや、
人との交流をはかること、生きがい作り、症状に合わせての相談業務、ケアを行なう。

81,500
（80,000）

が
い
な
活
動
コ
ー
ス

祇園町 2丁
目自治会

愛宕山に登山道を
復活させよう会

祇園神社から愛宕山へ遊歩道をつくり、愛宕山頂まで、児童から老人まで気楽に散
策登山を行ない、健康づくりと、明るいまちづくりに寄与する。

222,160
（148,000）

山陰古代史
研究会設立
準備委員会

古代史（邪馬台国）
サミット　「古代史
論争　邪馬台国
山陰説」

「畿内説」と「九州説」、そして独自の研究により邪馬台国は山陰であったとする「山
陰説」の３者論争による情報発信と圏域のＰＲを図ることで国内外の研究者・古代
史ファンを集客することを目的とし、古代史（邪馬台国）をコンテンツとしたニュー
ツーリズムの創造により、畿内・九州地方との交流の促進と全国からの誘客と交流
人口の増加を促進し、もってこの圏域の活性化を図る。

1,340,000
（300,000）

（単位：円）

第２回 緑化活動支援事業補助金交付希望者募集
　米子市緑と花の街づくり基金を活用し緑化活動を対象として補助金の交付希望団体を募集したところ、11団体の応募はあ
りましたが、応募総額が募集金額に満たなかったため今年の秋から来年の春先にかけて２回目の希望団体を追加募集します。
【応募できる方】　市内各地域において緑化活動を行なうために結成された団体
　　　　　　　　まちづくり活動を行なうために結成された団体
　　　　　　　　（既に補助金の交付が決定している団体は応募できません。）
【補助金の種類】　追加緑化活動コース…対象の活動に必要な額（上限 20,000円）を補助します。
※花壇、プランター等の新設、増設及び維持管理並びに植樹することができる公共の場所に、新
規に樹木や花苗を植栽する場合を対象とします。
【募 集 数】　追加緑化活動コース　１団体
【募集期間】　９月20日（火）～10月７日（金）
【申請方法】　維持管理課（市役所本庁舎２階）にある交付申請書、必要な書類を添えて提出してください。
　　　　　　申込などの書類は、「米子市ホームページ」からダウンロードもできます。
【審査方法・決定方法（選考方法）】交付要綱に基づき審査します。申請件数が募集件数を超えた場合は抽選。
【申込・問合せ】　維持管理課　公園維持係（☎２３－５２４９）



「
人
権
」
に
国
境
は
あ
り
ま
せ
ん

◆
国
際
化
が
す
す
ん
で
い
ま
す
◆

　

社
会
や
経
済
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
み
、
米
子
市
で
も
、
地
域
や
職
場
、

学
校
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
外
国
人

の
方
た
ち
を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
現
在
、
米
子
市
に
は

33
か
国
、
1,184
人
の
外
国
人
の
方
た
ち
が

暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

◆
外
国
人
に
「
三
つ
の
壁
」
◆

　

仕
事
や
結
婚
な
ど
で
外
国
か
ら
来
て

日
本
で
暮
ら
す
方
た
ち
に
、
三
つ
の
壁

が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
言
葉
の
壁
」
で
す
。
外

国
人
の
方
た
ち
の
中
に
は
、
言
葉
が

十
分
通
じ
な
い
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
う
ま
く
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、

意
思
の
疎
通
が
と
れ
な
い
た
め
、
良
い

人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
っ
た
悩
み
を
持
た
れ
る
方
が
多
く
お

ら
れ
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
制
度
の
壁
」
で
す
。
こ

れ
は
、
日
本
語
の
理
解
が
十
分
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
日
本
の
制
度
な
ど
が
理

解
で
き
ず
、本
来
な
ら
受
給
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
心
の
壁
」
で
す
。
一
部

の
方
は
、外
国
人
に
対
す
る
偏
見
や
「
ど

ん
な
人
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
漠
然

と
し
た
不
安
感
か
ら
外
国
人
と
は
あ
ま

り
関
わ
り
た
く
な
い
と
い
っ
た
気
持
ち

を
お
持
ち
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
米
子
市
の
取
組
み
◆

　

米
子
市
で
は
、「
三
つ
の
壁
」
を
な
く

す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
外
国
人
の
方
た
ち
を
対
象

と
し
た
識
字
・
日
本
語
教
室
を
開
講
し

て
、
日
本
語
の
学
び
の
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
を
対
象
と
し
た
中
国
語
、

韓
国
語
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
で
は
、
外
国
人
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
招
い
て
、
国
際
理
解

に
関
す
る
学
習
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
英
語
や

中
国
語
な
ど
の
自
動
翻
訳
が
で
き
る
機

能
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
外
国
人
に
対
す
る
差
別

や
偏
見
を
解
消
す
る
た
め
、
地
域
、
学

校
、
職
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ

で
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
同
じ
米
子
市
に
暮
ら
す
市
民
と
し
て
◆

　

外
国
人
の
方
た
ち
も
、
同
じ
市
民
、

隣
人
と
し
て
受
け
入
れ
、
と
き
に
は
助

け
合
い
、
と
き
に
は
協
力
し
合
っ
て
、

「
三
つ
の
壁
」
を
な
く
す
よ
う
な
よ
り
良

い
人
間
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

郷土ゆかりの幕末の絵師　越
こし

　寛
かん

一
いち

　《馬
うま

之
の

圖
ず

屏
びょうぶ

風》
　本作は、平成７年度に米子市美術館後援会より寄贈いただいた作品です。
　越　寛一［1803（享和３）年～1864（文久４）年］は、米子市法勝寺町の牧野家に生まれ、のちに船越家の養子
となりました。19歳の時、鳥取で数か月修行したのち、江戸に出て文人画壇の重鎮・谷

たにぶんちょう

文晁に師事し、その後、
長崎、諌早、岡山、名古屋、京都と遠遊、当時京都画壇で主流を成していた四条派の重鎮・岡

お か も と と よ ひ こ

本豊彦をはじめと
する日本画家たちとの交流を通してその画風を習得していきました。

　余白の美しさを生かし、墨の濃淡だけで勢い
のある、今にも動き出しそうな馬の姿が表現さ
れた本作は、９月４日（日）から10月２日（日）ま
で開催の常設展Ⅰ「屏風の美」でご覧いただけ
ます。
■問い合わせ
　米子市美術館（☎３４―２４２４）
■URL
　http://www.yonagobunka.net/y-moa/



　

10
月
２
日
㈰
は
秋
の
市
内
一
斉

清
掃
で
す
！

　

私
た
ち
が

住
む
ま
ち

の
道
路
や
河

川
、
公
共
用

排
水
路
な
ど

を
き
れ
い
に

し
、
快
適
で

住
み
良
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

実
施
日
が
地
区
に
よ
っ
て
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ

し
く
は
、
各
地
区
の
「
環
境
を
よ

く
す
る
会
」
か
、環
境
政
策
課
（
☎

23
―
５
２
５
７
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

西
部
医
師
会
急
患
診
療
所
の
入

口
が
変
わ
り
ま
す

　

急
患
診
療
所
改
修
工
事
に
伴

い
、
９
月
20
日
㈫
か
ら
11
月
30
日

㈬
ま
で
仮
診
療
所
で
の
診
察
と
な

る
た
め
、
入
口
を
変
更
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
西
部
医
師
会
館

玄
関
に
表
示
い
た
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
診
療
時
間
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

㈳
鳥
取
県
西
部
医
師
会

（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　

非
常
勤
職
員
募
集

●
な
か
よ
し
学
級
指
導
員

募
集
人
員　

２
人

職
務
内
容　

小
学
校
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
の
児
童
に
対
し
、
心

身
の
健
全
な
発
達
を
促
し
、
あ
わ

せ
て
遊
び
、運
動
等
を
指
導
す
る
。

試
験
日
・
科
目

17
日
㈯
・
教
養
、
作
文
、
面
接

試
験
会
場

市
役
所
本
庁
舎
会
議
室

採
用
予
定
日

平
成
23
年
10
月
１
日

受
付
期
間　

１
日
㈭
～
９
日
㈮

※
く
わ
し
く
は
、
受
験
案
内
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
の
請
求
、
問
合
せ　

こ

ど
も
未
来
課
（
☎
23
―
５
１
３
５
）

●
学
校
い
き
い
き
支
援
事
業
教
育

補
助
員

募
集
人
数　

４
人

職
務
内
容　

市
内
の
公
立
小
・
中

学
校
で
、
支
援
の
必
要
な
児
童
・

（
ま
た
は
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
経
験

の
通
算
合
計
が
10
年
以
上
）
を
有

す
る
方

技
術
職
員
Ｂ
…
昭
和
25
年
２
月
２

日
か
ら
平
成
６
年
８
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
計
装
、
機
械
、

電
気
い
ず
れ
か
の
業
務
経
験
10
年

以
上
（
ま
た
は
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務

経
験
の
通
算
合
計
が
10
年
以
上
）

を
有
し
、
普
通
自
動
車
を
運
転
す

る
こ
と
が
で
き
る
免
許
（
Ａ
Ｔ
限

定
を
除
く
。）
の
あ
る
方

試
験
日
・
科
目

・
第
一
次
…
10
月
13
日
㈭
・
教
養
、

作
文
（
試
験
会
場
は
別
途
通
知
）

・
第
二
次
…
11
月
中
旬
・
面
接
（
く

わ
し
く
は
、
第
一
次
試
験
合
格
者

に
別
途
通
知
）

採
用
時
期

技
術
職
員
Ａ
…
平
成
24
年
４
月
～

平
成
25
年
１
月
の
間
に
順
次

技
術
職
員
Ｂ
…
平
成
24
年
８
月
～

平
成
25
年
２
月
の
間
に
順
次

申
込
受
付
期
間　

８
日
㈭
～
22
日

㈭
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
。）

※
「
受
験
案
内
」「
受
験
申
込
書
」

は
、
㈶
米
子
市
生
活
環
境
公
社
事

務
局
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

㈶
米
子
市
生
活
環
境
公
社
事
務
局

（
中
町
20
番
地　

市
役
所
旧
庁
舎

３
階　

☎
22
―
４
９
２
０
）

生
徒
に
対
し
て
、先
生
と
一
緒
に
、

学
習
指
導
や
生
活
介
助
を
行
な
う

な
ど
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

試
験
日　

10
月
20
日
㈭

雇
用
期
間　

平
成
23
年
11
月
１
日

～
平
成
24
年
３
月
23
日

申
込
受
付
期
間

９
月
20
日
㈫
～
10
月
７
日
㈮

※
く
わ
し
く
は
、
米
子
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
受
験
案
内
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
の
請
求
、
問
合
せ

学
校
教
育
課
（
☎
23
―
５
４
３
２
）

　

㈶
米
子
市
生
活
環
境
公
社
職
員

募
集

募
集
職
種
・
人
数

技
術
職
員
Ａ
・
５
人

技
術
職
員
Ｂ
・
６
人

職
務
内
容

技
術
職
員
Ａ
…
米
子
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
理
施
設
）
の

運
転
業
務
な
ど
に
従
事
し
ま
す
。

技
術
職
員
Ｂ
…
米
子
市
下
水
処
理

施
設
の
運
転
業
務
な
ど
に
従
事
し

ま
す
。

応
募
資
格

技
術
職
員
Ａ
…
昭
和
25
年
１
月
２

日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
計
装
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
、
機
械
、
電
気

い
ず
れ
か
の
業
務
経
験
10
年
以
上

犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

く
ら
し
の情

報

　

自
衛
官
募
集

防
衛
省
で
は
、
各

種
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
自
衛
官
採
用
試
験

募
集
種
目
・
試
験
日
（
一
次
）

▼
看
護
学
生
…
10
月
22
日
㈯

▼
防
衛
医
科
大
学
生

　

…
10
月
29
日
㈯
、
30
日
㈰

▼
防
衛
大
学
校

　

…
11
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰

受
付
期
間

い
ず
れ
も
５
日
㈪
～
30
日
㈮

問
合
せ　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

　

第
37
回
親
子
体
力
づ
く
り
大
会

　

親
子
で
簡
単
な
体
操
、
器
具
体

操
を
行
な
い
ま
す
。

と
き　

10
月
10
日
㈪
（
受
付
は
８

時
30
分
～
）　

と
こ
ろ　

ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子

市
民
体
育
館

対
象　

未
就
学
の
幼
児
（
３
～
６

歳
）
と
保
護
者
の
方

※
申
込
用
紙
は
、
９
月
初
旬
頃
に

公
民
館
、
保
育
園
、
幼
稚
園
に
配

布
予
定
で
す
。

問
合
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）



　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

◆
１
日
コ
ー
ス

11
日
㈰
午
前
８
時
10
分
・
Ｊ
Ｒ
米

子
駅
集
合
（
８
：
30
発
）、
行
き

先
…
松
江
方
面
（
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
・
古
曽
志
公
園
ほ

か
）、
行
程
約
７
㎞
、
弁
当
持
参
、

運
賃
（
大
人
往
復
1,410
円
）、
午
後

４
時
頃
解
散
予
定
（
帰
り
15
：
19

松
江
駅
発
）

◆
１
日
コ
ー
ス

10
月
９
日
㈰
午
前
８
時
10
分
・
米

子
駅
集
合
（
８
：
30
発
）、
行
き

先
…
出
雲
方
面
（
弥
生
の
森
博
物

館
・
出
雲
科
学
館
ほ
か
）、
行
程

約
６
㎞
、
弁
当
持
参
、
運
賃
（
大

人
往
復
2,220
円
）、
午
後
４
時
頃
解

散
予
定（
帰
り
14
：
26
出
雲
駅
発
）

※
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク

ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
…
要
予
約

問
合
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　
「
平
成
23
年
度　

第
３
回
し
ゃ

べ
っ
て
未
来
や
」　

知
っ
て
食
べ

る
と
も
っ
と
お
い
し
い
　
～
野
菜

ソ
ム
リ
エ
に
学
ぶ
食
と
健
康
～　

　

一
昨
年
開
催
し
、
好
評
だ
っ
た

野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
お
話
第
２

弾
!!　

野
菜
の
魅
力
を
知
っ
て
、

毎
日
の
暮
ら
し
に
上
手
に
取
り
入

れ
、“
お
い
し
い
・
楽
し
い
・
ヘ

ル
シ
ー
”な
生
活
を
し
ま
せ
ん
か
。

―
身
近
す
ぎ
て
意
外
と
知
ら
な
い

野
菜
の
こ
と
、
目
か
ら
う
ろ
こ
の

お
話
が
き
け
ま
す
よ
―

と
き　

29
日
㈭　

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー　

か
ぷ
り
あ　

第
１
会

議
室（
イ
オ
ン
米
子
駅
前
店
４
階
）

講
師

日
本
野
菜
ソ
ム
リ
エ
協
会
認
定　

野
菜
ソ
ム
リ
エ　

長な
が
し
ま
あ
き

島
明
子こ

さ
ん

※
託
児
有　

３
名
ま
で
（
１
歳
以

上
未
就
学
児
・
要
予
約
・
27
日
締

切
り
）

募
集
人
員　

30
名
程
度（
要
予
約
、

参
加
費
無
料
）

次
回
予
告

「
平
成
23
年
度　

第
４
回
し
ゃ

べ
っ
て
未
来
や
」　

育
じ
い
・
育

パ
パ
の
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
　
～
子
育
て

家
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
―
ク
作
り
～

と
き

10
月
８
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里

講
師　

ヨ
ー
ガ　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー　
江え

だ

み

ほ

田
美
保
さ
ん
／
ワ
―
ク

シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー　
黒く

ろ

田だ

昌ま
さ

幸ゆ
き

さ
ん

募
集
人
員　

15
組
程
度（
要
予
約
、

参
加
費
無
料
）

※
参
加
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

対
象
者　

生
後
３
か
月
～
12
か
月

の
赤
ち
ゃ
ん
と
ご
両
親
（
も
し
く

は
祖
父
母
）

く
わ
し
く
は
、
広
報
よ
な
ご
10
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

男
女
共
同
参
画
推
進
課

（
☎
23
―
５
４
１
９
）

　

短
期
絵
手
紙
講
座
「
は
じ
め
て

描
く
、
楽
し
い
絵
手
紙
」

と
き　

10
月
６
日
～
12
月
１
日

（
毎
週
木
曜
日
、
全
８
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ

米
子
市
淀
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

市
内
に
お
住
ま
い
の
60

歳
以
上
の
方

募
集
人
員　

10
人

講
師　

伊い

澤ざ
わ

美み

き

こ

樹
子
さ
ん

受
講
料　

無
料
（
要
材
料
費
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限　

15
日
㈭
必
着

申
込
・
問
合
せ

〒
689
―
３
４
０
２　

米
子
市
淀
江

町
淀
江
１
１
１
０
―
１　

米
子
市

淀
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
56

―
５
４
６
７
）

た
ま
に
は
僕
が　

た
ま
に
は
私
が　

た
ま
に
は
一
緒
に　

い
つ
も
一
緒
に　
　
　

市
民
応
募
作
品

　

働
く
人
の
労
働
セ
ミ
ナ
ー

　

仕
事
に
就
く
時
・
辞
め
る
時
の

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
れ

ば
、
少
し
で
も
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

雇
用
保
険
（
失
業
手
当
）
受
給
の

就
職
活
動
実
績
対
象
講
座

シ
リ
ー
ズ
①
『
知
っ
て
お
こ
う
！

働
く
時
の
ル
ー
ル
』

と
き　

10
月
１
日
㈯

講　

師　

労
働
雇
用
相
談
員

シ
リ
ー
ズ
②
『
知
っ
て
お
こ
う
！

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
と
対
処
法
』

と
き　

10
月
15
日
㈯

講
師　

鳥
取
県
労
働
委
員
会
事
務

局
員
・
労
働
雇
用
相
談
員

☆
い
ず
れ
の
セ
ミ
ナ
ー
も･･･

会
場　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー　

第
３
会
議
室

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

受
講
料　

無
料

定
員　

20
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

申
込
・
問
合
せ　

鳥
取
県
中
小
企

業
労
働
相
談
所　

み
な
く
る
米
子

（
☎
31
―
８
７
８
５
）

　

高
齢
者
の
再
就
職
を
支
援
し
ま
す
！

第
２
回
造
園
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習

講
習
期
間　

10
月
11
日
㈫
～
21
日

㈮　

土
・
日
を
除
く
９
日
間

講
習
会
場

県
公
民
館
、
福
米
西
公
民
館
ほ
か

対
象　

55
歳
以
上
で
就
職
・
就
業

を
希
望
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
登
録
を
し
て
い
る
方

募
集
期
間　

12
日
㈪
～
30
日
㈮

定
員　

25
名

受
講
料　

無
料

※
申
込
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米

子
、
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

㈳
鳥
取
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
☎

37
―
２
５
３
１
）

　

米
子
高
専
・
米
子
市
教
育
文
化

事
業
団
連
携
事
業
「
文
化
財
制
度

と
米
子
近
隣
の
建
築
文
化
財
」

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
文
化

財
の
種
類
や
制
定
に
至
る
ま
で
の

流
れ
・
仕
組
に
つ
い
て
の
解
説
と
、

米
子
市
近
隣
の
建
築
文
化
財
の
特

徴
や
魅
力
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き

10
月
１
日
㈯　

午
後
２
時
～

と
こ
ろ

米
子
市
公
会
堂
２
階
集
会
室

講
師　

米
子
工
業
高
等
専
門
学
校

建
築
学
科　

藤
木
竜
也
さ
ん

対
象
・
定
員　

大
人
・
40
人

※
参
加
無
料
、
要
電
話
申
込

申
込
・
問
合
せ　

米
子
市
公
会
堂

（
☎
22
―
３
２
３
６
）



お
互
い
の
長
所
を
生
か
す
参
画
社
会　
　
　

市
民
応
募
作
品

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
５
回
）

と
き

15
日
㈭　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

知
っ
て
お
き
た
い
「
子
ど
も
の
風

邪（
感
染
症
）　

う
そ
？
ほ
ん
と
？
」

講
師　

岡
空
小
児
科
医
院

院
長　

岡お
か
そ
ら
て
る

空
輝
夫お

さ
ん

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
合
せ　

㈳
鳥
取
県
西
部
医
師
会

（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん
フ
ォ
ー

ラ
ム　

～
か
ら
だ
に
優
し
い
胃
が

ん
の
治
療
～　

と
き

10
日
㈯　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

講
演
テ
ー
マ

▼
お
腹
を
切
ら
な
い
早
期
胃
が
ん

の
内
視
鏡
治
療

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
消
化
器
内
科

医
師　

香こ

う

だ田
正ま

さ
は
る晴
さ
ん

▼
小
さ
な
傷
で
も
き
ち
ん
と
切
除

～
胃
が
ん
の
腹
腔
鏡
下
切
除
と
は

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
外
科

医
長　

山や
ま

根ね

成な
り
ゆ
き之

さ
ん

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
合
せ

　

国
立
病
院
機
構
米
子
医
療
セ
ン

タ
ー
（
☎
33
―
７
１
１
１
）

　
「
話
し
て
み
よ
う
韓
国
語
」

第
７
回
鳥
取
大
会
出
場
者
募
集

韓
国
語
学
習
者
を
対
象
と
し
た
韓

国
語
の
発
音
や
表
現
を
競
う
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

12
月
11
日
㈰　

午
後
１
時
～

と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

部
門　

中
高
生
ス
キ
ッ
ト
部
門
、

指
定
ス
キ
ッ
ト
部
門
、
創
作
ス

キ
ッ
ト
部
門

賞
品
等　

日
韓
往
復
航
空
券
、
韓

国
短
期
語
学
入
学
権
利
な
ど

応
募
締
切　

10
月
29
日
㈯
必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
、
一
次
審
査

を
実
施
。
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

鳥
取
県
国
際
交
流
財
団

（
☎
34
―
５
９
３
１
）

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
フ
ェ
ス
タ
2011

　

航
空
機
展
示
や

キ
ッ
ズ
制
服
撮
影

会
な
ど
お
楽
し
み

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
!!

　

ぜ
ひ
、
米
子
鬼

太
郎
空
港
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き

10
月
15
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

米
子
鬼
太
郎
空
港

　

ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

米
子
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
・
デ
イ

と
き

24
日
㈯　

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

と
こ
ろ　

と
り
ぎ
ん
バ
ー
ド
ス
タ

ジ
ア
ム
（
鳥
取
市
）

対
戦
相
手　

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

　

米
子
市
に
お
住
ま
い
の
方
や
お

勤
め
の
方
は
、
当
日
の
試
合
チ

ケ
ッ
ト
が
特
別
優
待
価
格
で
先
行

販
売
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ジ

ア
ム
で
当
日
券
を
お
求
め
の
方
に

も
、
割
引
販
売
さ
れ
ま
す
。
米
子

市
の
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

は
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
米
子
市
、
ガ
イ

ナ
ー
レ
鳥
取
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
と
り
ぎ
ん

バ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
熱
い
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

お
問
い
合
わ
せ
は
体
育
課
（
☎
23

―
５
４
２
６
）
ま
で
。

　

第
32
回
米
子
市
福
祉
の
つ
ど
い

～ 

1,000
人
ウ
ォ
ー
ク 

～

　

障
が
い
の
あ
る
方
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
加
茂
川
沿
い
彫
刻
ロ
ー
ド
約

２
㎞
を
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
な
が
ら

歩
き
ま
す
。
ゴ
ー
ル
の
湊
山
公
園

自
由
広
場
で
は
、
み
ん
な
で
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
す
。

今
年
は
、
防
災
を
意
識
し
た
試
み

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

と
き

24
日
㈯　

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
前

コ
ー
ス　

加
茂
川
沿
い
彫
刻
ロ
ー

ド
→
湊
山
公
園
自
由
広
場

申
込
締
切　

10
日
㈯

※
雨
天
の
場
合
は
、
会
場
を
「
ど

ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子
市
民
体
育

館
」
に
変
更
し
ま
す
。

問
合
せ

米
子
市
福
祉
の
つ
ど
い
実
行
委
員

会
（
福
祉
の
つ
ど
い
専
用
電
話
…

☎
090
―
２
０
０
４
―
８
０
７
６
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
37
―
３
８
５
５
）

風
邪
と
人
間
と
の
戦
い

　

小
説
な
ら
お
も
し
ろ
い
の
で
す
が
、

自
分
の
子
ど
も
、
ま
し
て
や
生
ま
れ
て

間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
が
風
邪
を
引
い
た

ら
、
も
う
ど
う
し
て
あ
げ
た
ら
い
い
の

か
？

　

心
配
で
た
ま
ら
な
い
の
は
当
然
で
す
。

そ
ん
な
時
に
慌
て
な
く
て
す
む
よ
う
に
、

ち
ょ
ん
ぼ
し
勉
強
し
ま
せ
ん
か
？
ご
来

場
の
方
に
だ
け
、
ほ
ん
と
の
話
を
教
え

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

国民年金の保険料は、忘れずに納めましょう
保険料は便利な口座振替をおすすめします！
① 毎月、金融機関等に出向くことがなくなり便利
です　夜間や土日などのお時間しかとれない方に
は、手間いらずです。
② 通帳が家計簿や領収書代わりになって便利です
　引き落としのつど「ネンキン」等と記帳される
のでキチンと整理できます。
●さらに、口座振替による早割にすると保険料が
50円割引されお得です　通常の口座振替の振替日
は翌月末ですが、届出により、当月末日振替にす
ると毎月 50円の割引がありお得です。
※初回のみ２か月分振替させていただきます。
※保険料の一部免除の承認を受けている方は、早
割の対象となりません。
●申込手続は…　口座振替のお申し込みは、年金
事務所または口座をお持ちの金融機関・郵貯銀行
の窓口で手続きを行なっていただくか、申込用紙
を年金事務所へ郵送してください。
■問合せは、市役所保険年金課年金係（５番窓口
　☎ 23－5142　または、米子年金事務所（☎ 34
－6111）まで。



役
割
分
担
は
、
押
し
つ
け
じ
ゃ
な
く　

納
得
で　
　
　

市
民
応
募
作
品

平成23年度（第47回）

■会場　米子市文化ホール　メインホール
■時間　午後２時～４時（開場午後１時30分）
■受講料　年間 1,000円
　※初めて受講される日に、会場受付でお支払いください。
■申込方法　講座の開催日に、会場でお申し込みください。
　　　　　　電話申込みはできません。
■問い合わせ　生涯学習課（☎２３－５４４４）

▼これからの講座
とき 内 容

第
７
回

９月
５日

（月）

「楽しい演奏とはなし」
　米子男声合唱団「ビルバルバ」　団長　菱

ひ し た に て つ ろ う

谷哲郎さん

第
８
回

９月
26日

（月）

「口元は若返り（アンチエイジング）のキーポイントです！」
心も体もいきいきとそして認知症予防にもお役に立ちます

　（医）高野歯科医院　歯科医師
　日本抗加齢医学会　専門医
　日本アンチエイジング歯科学会　理事　高

た か

野
の ゆ み

由美さん

第
９
回

10月
３日

（月）

「邪馬台国山陰説」
　～古代日本の中心は山陰地方だった～
　島根県立大学北東アジア地域研究センター　市民研究員
　米子医療生活協同組合　専務理事
　古代史研究家　田

た

中
なか

文
ふみ

也
や

 さん

第
10
回

10月
24日

（月）

「スポーツで観光振興」
　スポーツ観光マイスター　小

お

原
ば ら

　工
たくみ

さん

第
11
回

11月
21日

（月）

【公開講座】　市長特別講演
　米子市長　野

の

坂
ざ か

康
や す

夫
お

閉講式　　米子市教育長　北
き た

尾
お

慶
け い

治
じ

※とっとり県民カレッジ連携講座です。

平成23年度「よなごアカデミー」
学習講座運営支援スタッフ養成講座
～人生をよりいきいきと過ごすために～

　講座を自ら企画し自主運営するための知識やノウハウ、
広報紙を制作するための取材や編集方法を学びます。
◆期 間　10月13日（木）～平成24年２月21日（火）（全11回）
◆会 場　米子市役所第２庁舎２階　第２会議室ほか
◆受 講 料　1,500円　　　◆定 員　15名
◆募集期間　９月12日（月）～10月７日（金）
◆申 込 先　生涯学習課（市役所第２庁舎３階）☎２３－５４４４
◆受付時間　午前８時30分～午後５時15分（土、日、祝日を除く）
※講座によって、曜日、時間、場所などが異なりますのでご注
　意ください。
※なるべく全講座に出席できる方を募集します。
※くわしくは、市役所・生涯学習課・各公民館にあるチラシま
　たは、米子市ホームページでご確認ください。

と き 内 容 会場※
10/13 ㈭ 18:30～20:00 生涯学習とボランティア活動 市第２

10/22 ㈯ 13:30～16:45 広報紙の作り方①
企画・取材の仕方・写真の撮り方 市第２

10/24 ㈪ 13:30～16:00 ※実地演習　　
「米子人生大学」取材

文 化
ホール

11/10 ㈭ 18:30～20:00 広報紙の作り方②
編集・制作・写真加工 市第２

11/21 ㈪ 13:30～16:00 ※実地演習　　
「米子人生大学」取材

文 化
ホール

12/ １㈭ 18:30～20:00 広報紙制作編集会議 市第２
12/20 ㈫ 18:30～20:00 講座の企画力を身に付けよう① 市第２
１ /12 ㈭ 18:30～20:00 講座の企画力を身に付けよう② 市第２
１ /28 ㈯ 13:30～16:45 広報紙編集制作作業① 市第２
２ /18 ㈯ 13:30～16:45 広報紙編集制作作業② 市第２

２ /21 ㈫ 18:30～20:00 広報紙の発表
市民のための学習支援活動について 市第２

※会場の「市第２」は、市役所第２庁舎です。

第１回　美
び

水
す い

の郷
さ と

古代ロマンウオークに参加しませんか
　美水の郷（淀江町地域）は妻

む き

木晩
ば ん

田
だ

遺跡、向
む こ や ま

山古墳群、上
か み よ ど は い

淀廃寺
じ

跡など弥生から白鳳期までの 700年の歴史の流れが体感で
きる遺跡や、天の真名井や本宮の泉といった大山の豊富な伏流水が湧

わ

き出る地域特性を持っています。
　さわやかな秋空のもと、むきばんだ史跡公園をスタートし、コスモス街道、天の真名井などを巡る約 10.5km と、伯耆古
代の丘公園、向山古墳群などを巡る気軽な４km のウオークを開催します。両コースとも、４月にオープンした「上淀白鳳
の丘展示館」に無料で入館できます。
　10.5km コースには、スポーツ観光マイスター「小

お

原
ば ら

　工
たくみ

」さん、４km コースには、とっとり健康づくり大使「佐々木えるざ」
さんも参加！　同時に「むきばんだ遺跡秋麗まつり」も開催されますので、ウオーク終了後にお楽しみいただけます。
■とき　23日（金）（祝）雨天決行　（受付：午前７時30分～）
　 ▼ 10.5kmコース…午前９時　出発式　９時30分スタート（むきばんだ史跡公園スタート／ゴール）
　 ▼４km コース…午前11時　出発式　11時30分スタート（むきばんだ史跡公園スタート／ゴール）
　※当日、流通業務団地の駐車場で受付。会場まで無料シャトルバスで移動します。むきばんだ史跡公園には駐車できません。
■定員　500名（先着順／定員になり次第締切）
■申込方法　チラシの記入例を参考に、申込書を提出してください。チラシは、米子市観光協会・米子市観光案内所（JR 米
　子駅構内）・米子市観光課・　米子市淀江支所・米子市観光センター・公民館などにあります。
■参加料　事前申込：1,000円（申込締切日 14日（水）までに入金）
　　　　　当日申込：1,500円（定員に達した場合は参加できません。前日までにお問い合せください。）
■申込・問合せ　美水の郷古代ロマンウオーク運営委員会（米子市観光協会内）☎３７－２３１１
■服装等　当日は歩きやすい服装で参加し、弁当・水筒・帽子・敷物・雨具などは各自でご用意ください。飲食物は会場の
　物産店でも販売しています。
■当日のイベント　むきばんだ遺跡秋麗まつり、佐々木えるざさん・小原　工さんによるトークショーなど楽しいイベント
　が盛り沢山。また、ウオーク参加者全員に、記念品・古代食（古代米おにぎり）・入浴割引券（淀江ゆめ温泉・湧くわく温
　泉ラピスパ）の提供もありますのでぜひご参加ください。



米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

河 崎
住 宅 河 崎 45 簡易耐火

２ 階 建 2DK 8,800
～10,700 S45

単身向け
河 崎
住 宅 河 崎 159 簡易耐火

２ 階 建 3DK 13,400
～18,600 S47

河 崎
住 宅 河 崎 47R1 405 中層耐火

４ 階 建 3K 9,800
～16,200 S47

大 工 町
住 宅 大 工 町 505 中層耐火

５ 階 建 2LDK 15,200
～26,200 S54

富 益
住 宅 大 崎 57R1 201 中層耐火

４ 階 建 3DK 16,500
～32,300 S57

富 益
住 宅 大 崎 57R1 401 中層耐火

４ 階 建 3DK 16,500
～32,300 S57

富 益
住 宅 大 崎 57R1 403 中層耐火

４ 階 建 3DK 16,500
～32,300 S57

富 益
住 宅 大 崎 57R2 401 中層耐火

４ 階 建 3DK 16,500
～32,300 S57

錦 海 町
住 宅

錦 海 町
２ 丁 目

4R2 401 中層耐火
４ 階 建 2LDK 17,500

～31,200 H4
ひとり親世帯等優先

錦 海 町
住 宅

錦 海 町
２ 丁 目 5R2 202 中層耐火

４ 階 建 3DK 23,300
～44,500 H5

錦 海 町
住 宅

錦 海 町
２ 丁 目 5R2 401 中層耐火

４ 階 建 2LDK 21,400
～40,500 H5

■申込受付期間　１日（木）～７日（水）　土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■入居者の資格や申込みに必要な書類については、建築住宅課、
淀江支所地域振興課にある住宅申込書でご確認ください。
■入居選考方法　９日（金）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　10月１日（土）
※次回の市営住宅入居者募集は 10月3日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

また、店舗（所在地：東町　27.66㎡　家賃月額 33,000円）
の募集もしています。くわしくはお問い合わせください。

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。予約不要。 ▼ 12日（月）・
10月11日（火）午後１時～４時／市役所第２庁舎１階相
談室／問人権政策課（☎２３－５４１５）

■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員
が相談に応じます。予約不要。 ▼５日（月）、22日（木）、
10月６日（木）／市役所本庁舎４階 402会議室。いずれ
も午後１時～４時／問市民相談課（☎２３－５３７８）

■多重債務・ヤミ金融等相談会
多重債務やヤミ金融等について、弁護士や司法書士等
が無料で相談に応じます。１件30分、要予約。 ▼ 16日

（金）午後１時30分～４時／米子コンベンションセンター
／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相談室（☎３４－
２６４８）・米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■米子市消費生活相談室
買物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリン
グ・オフなど消費生活に関する相談に応じます。 ▼平日
午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市役所本庁
舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、
相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、無料。

▼毎週月・水・金曜日の午前10時～午後３時／ふれあい
の里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費
用は 2,000 円、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日の午後１
時～３時／ふれあいの里１階／毎週月・水・金曜日の午前
10時～午後３時に、電話（☎２２－７８３０）で予約。
問米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）

■国民健康保険料などの夜間納付相談
20日（火）午後８時まで／市役所保険年金課（本庁舎１階）
／問保険年金課（☎２３－５１２４）

■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・悪徳商法被害・交通事故など、
行政書士が無料で相談に応じます。予約不要 ▼ 10日

（土）・10月８日（土）午前10時～午後２時（９月から開
催時間を変更しました。）／イオン米子駅前店４階　男
女共同参画センター会議室／問鳥取県行政書士会事務
局（☎０８５７－２４－２７４４）

■不動産無料相談会
民法、借地借家、宅建業法、登記、物件、鑑定など、
不動産取引全般に関することについて、無料で相談に
応じます。／７日（水）午前10時～午後３時／米子食品
会館（旗ケ崎）／㈳全日本不動産協会鳥取県本部（☎
０８５７－２９－５４１１）

■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先

共
同
参
画
、
尊
重
し
あ
っ
て
築
こ
う　

豊
か
な
人
生　
　
　

市
民
応
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かしこく暮らそう！よなご消費生活フェスタ
　安心安全な生活を送るための暮らしに役立つ情報について
学び・体験するイベントです。
■と き　10 月１日（土）　午前10時30分～午後３時
■ところ　米子市文化ホール　イベントホールほか
■参加費　無料
■内 容　各参加団体による展示、バザー、体験コーナーなど
　　　　　消費生活パネル展示、団体活動報告 ほか
■問合せ　市民相談課（☎２３－５３７８）

電波の安全性に関する説明会
　電波の人体や医療機器などへの影響、国の安全基準や国際
的な研究状況について、行政・工学・医学の各分野から分か
りやすく説明します。
■と き　29日（木）午後１時30分～４時30分
■ところ　米子コンベンションセンター
■定 員　50名（先着順・無料）
■申込・問合せ
　総務省中国総合通信局（☎０８２－２２２－３３３２）

　９月10日は「下水道の日」です。安倍にある内浜処理場で施
設見学会を開催します。参加費は無料です。
■と き　９日（金）　午前の部：10時～　 午後の部：２時～
※10分前までに内浜処理場正面玄関前に集合してください。
　所要時間は、１時間程度です。
■ところ　内浜処理場（安倍 300番地）
■注意事項　駐車スペースには限りがありますので、乗合せの上
ご来場ください。処理場内は危険箇所も多数ありますので、係員
の誘導に従ってください。歩きやすい履物でお越しください。

3DK



有

料

広

告

■申込・問合せ　
　健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
　錦町一丁目「ふれあいの里」３階

お子さんの予防接種
ところ　保健センター (ふれあいの里３階 )
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場
合は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手
帳がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」
の冊子を読んできてください。

▼体温は接種会場で測ります。

◆結核予防接種（BCG）◆
対 象 児 接 種 日

H23年５月25日～６月８日生 ９月８日（木）
H23年６月９日～６月27日生 ９月27日（火）
H23年６月28日～７月13日生 10月13日（木）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種を受け
ていない方も受けてください。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
対　象　児 １回目 ２回目
H22年10月生 １回目の接種を受けていない

方は、下記の日程で１回目、
２回目を受けてください。

９月28日（水）
H22年11月生 ９月29日（木）
H22年12月生 ９月14日（水） 10月26日（水）
H23年１月生 ９月15日（木） 11月30日（水）

▼７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けてくだ
さい。

▼６週間以上の間隔をおいて２回飲みます。間隔は６週
間以上であれば、いくら長くてもかまいません。

結核・肺がん検診日程
月 日 と こ ろ と き

９月16日（金）
和 田

（株）ユニサン和田店前 午前８時50分～９時20分
下和田・吉田被服工業 午前９時40分～10時
森脇衣料品店 午前10時20分～10時40分
和田公民館 午前11時～11時20分
和田中央集会所 午前11時40分～正午
和田10区雇用促進住宅 午後１時30分～１時50分

９月16日（金）
車 尾

新田病院玄関横駐車場 午後２時20分～２時40分
中島公園入口 午後３時～３時20分
車尾５丁目・内田孝一氏空き地 午後３時40分～４時

９月20日（火）
福米東

勤労青少年ホーム 午前９時40分～10時20分
福米東公民館 午前10時50分～11時20分
米原・恩部事務所前駐車場 午前11時40分～正午
天満屋前駐車場 午後１時30分～２時
備中屋本店駐車場 午後２時20分～２時40分
米子信用金庫本店駐車場 午後３時～３時20分

10月11日（火）
崎 津

友森運送前 午前９時10分～９時30分
橋本青果 午前９時50分～10時10分
崎津公民館 午前10時30分～10時50分
鳥取西部農協崎津支所 午前11時10分～11時30分
大崎２区集会所（崎津２区集会所）午後１時～１時20分
矢倉正志氏宅前 午後１時40分～２時
崎津７区集会所 午後２時20分～２時50分

10月13日（木）
富 益

富益下集会所 午前９時～９時20分
上部　石原電気（清氏宅）前 午前９時40分～10時
川上集会所入口 午前10時10分～10時30分
新田集会所 午前10時50分～11時10分
川上デイサービス笑和前 午前11時30分～11時40分
富益公民館 午前11時50分～12時10分

10月13日（木）
大篠津

御崎集会所 午後１時40分～２時
旭が丘１区公園 午後２時10分～２時30分
（株）川口義治商店前 午後２時40分～２時55分
大篠津公民館 午後３時05分～３時20分
虎谷修氏宅 午後３時30分～３時40分

10月14日（金）
彦 名

彦名14区集会所 午前９時10分～９時30分
流田公民館 午前９時50分～10時10分
彦名公民館 午前10時30分～10時50分
彦名７区公民館 午前11時10分～11時20分
大下たばこ会館 午前11時40分～正午
彦名１区旧公民館 午後１時30分～１時50分
彦名２区公民館 午後２時10分～２時30分

■対象者　 ▼胸部レントゲン検査…40歳以上の方

▼「たん」の検査…① 50歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）が 600以
上の方（元喫煙者含む）、② 40歳以上で６か月以内に血痰のあった方
■自己負担金　市民税課税世帯の方…300円（たんの検査は 900円
追加）、70歳以上の方・市民税非課税世帯の方…100円（たんの検査
は 300円追加）、生活保護世帯の方…いずれも無料
■受診券　受診される際には、健診受診券の中にある「結核・肺がん
検診受診券」を必ずご持参ください。くわしくは地区回覧でご確認く
ださい。
アスベスト（石綿）について健康不安がある方へ　
アスベスト健康被害に関し、不安があり検診を希望される方は、
問診の際にお申し出ください。

胃がん集団検診日程
９月15日（木） 淀江公民館 午前８時～９時30分
９月16日（金） 大和分館 午前８時～９時30分
９月25日（日）※ふれあいの里 午前７時30分～10時
10月３日（月） 車尾公民館 午前８時～９時
10月４日（火） 住吉公民館 午前８時～９時

10月13日（木）
就将公民館 午前７時30分～８時
明道公民館 午前９時～９時30分

※９月25日（日）の休日検診は、事前に予約が必要です。
先着順に予約を承りますので、ご希望の方は、健康対策
課（☎２３－５４５２）へお早めにお申し込みください。
■前日の午後９時以降は、食事をとらないでください。
　お茶、水は午前０時まで飲んでもかまいません。
■当日は必ず受診券をご持参ください。
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　「最近好き嫌いが多くて…」「食べる量や栄養バランスってこれで大丈
夫？」「遊び食べが多くなって…」など、赤ちゃんの頃とは違い、好みや
主張もはっきりしてきて、食事でお困りの方も多いのでは？また、「早寝
早起きが大切なのはわかっているけど、早く寝かしつけるのって意外と
難しい…」など、子育て中はいろいろと悩みもつきませんよね。
　情報交換しながら、子育てに役立つヒントを見つけてみませんか？

【１回目】　10月３日（月） 【２回目】　10月24日（月）
時 間　午前９時30分～ 11時30分

▼ミニ講話（幼児食のお話・紙
　芝居「早寝　早起き」）

▼親子あそび

▼いろいろ話そう

▼親子で一緒に、楽しく！
　とっても簡単おやつ作り

▼いろいろ話そう

■対 象　２歳のお子さん（平成20年10月～ 21年10月生まれ）
■場 所　ふれあいの里３階
■定 員　15組（２日間とも参加できる方）
■申込みが必要です。１週間前までに健康対策課へお申し込みください。

９月10日～16日

「米子がいな祭」での啓発活動の様子

■こころの相談窓口
　健康対策課（☎２３－５４５２）
　西部総合事務所福祉保健局（☎３１－９３０４）
　鳥取県立精神保健福祉センター（☎０８５７－２１－３０３１）

日本脳炎予防接種のお知らせ
　平成７年６月１日以降にお生まれの方は、平成17年の
接種勧奨の差し控えで日本脳炎の予防接種を受ける機会
を逃していることがあります。ご希望の方は無料で接種
ができますので、母子健康手帳をご確認ください。
　また、７歳６か月～13歳未満の方も無料で接種ができ
ますので、ご希望の方は、医師または健康対策課までお
問い合わせください。くわしくは米子市ホームページで
もご確認いただけます。
■受け方　委託医療機関に予約してから受けてくださ
い。（委託医療機関は、ごみ分別収集カレンダー＆健康
ガイド、米子市ホームページに掲載しています。）
■費用　無料

麻しん（はしか）・風しんの予防接種を受けましょう!!
■対象者　 ▼２期：年長児（H17.４.２～ H18.４.１生）
　　　　　 ▼３期：中学１年生（H10.４.２～ H11.４.１生）
　　　　　 ▼４期：高校３年生（H５.４.２～ H６.４.１生）
※過去に麻しん、風しん予防接種をそれぞれ 1回すまされたお子さんも
対象となります。年長児さん（２期）の予診票は、生後お送りした予診票綴
りに同封しています。中学１年生（３期）、高校３年生（４期）の対象の方に
は、３月末に予防接種のご案内を送付していますのでご確認ください。
※紛失、転入等でお手元にない方は、医療機関または健康対策課へご連
絡ください。
■受け方　委託医療機関に予約してから受けてください。
■接種期間・費用　平成24年３月31日まで・無料

がん検診、受けていますか？
～大腸がん検診は、「便を採る」簡単・安心・お得な検診～
　大腸がんは早期発見であれば 90％以上が完治するといわれています。
しかし、早期の大腸がんは、ほとんど自覚症状がありません。
　大腸がんは便の検査によって早期発見できます。大腸がん検診では、
検査キットを使用して便を採り、便に潜む血液の有無を調べる簡単・安
心・お得な検査を行ないます。

ふしめ歯科検診を受けましょう
　歯や口の健康はあらゆる健康のもと！おいしく物を食べられる喜びを
いつまでも味わうことができるよう、ふしめ歯科検診を受けて歯周疾患
予防をしましょう！　ご希望の方は、健康対策課（23－5452・5458）
までお申し込みください。受診券を郵送します。
■対象　40歳：S46.4.1～S47.3.31生　50歳：S36.4.1～S37.3.31生
　　　　60歳：S26.4.1～S27.3.31生　70歳：S16.4.1～S17.3.31生
■自己負担金　40・50・60歳の市民税課税世帯…500円、70歳・市民
税非課税世帯…200円、生活保護世帯…無料

休日（日曜日）がん検診のお知らせ
～乳がん、胃がん、結核・肺がん集団検診～
■乳がん（視触診＋マンモグラフィ）
要予約、9/25・10/23・11/27・12/25、午後１時
30分～３時
■胃がん（X線検査）
要予約、9/25・10/23、午前７時30分～ 10時
■結核・肺がん（X線検査・問診の結果、必要な方に喀痰検査）
予約不要、12/25、午前９時～ 11時
◆場所　ふれあいの里
◆対象者　40歳以上で、受診券または乳がん検診無料
　クーポン券をお持ちの方
◆先着順に承りますので、
　早めにお申し込みください。

誰
か
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
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誰
か
に
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ま
せ
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おもちゃの病院
11日（日）①午前10時～正午、
②午後２時～４時、対象：幼
児～中学生。各回10組、診
察料・無料（部品代のみ実費）。
修理できないおもちゃもあり
ます。※１家族１点限り。
８月28日（日）から電話受付。
じどぶんフリーマーケット
25日（日）午前10時～午後３
時、対象：代表者（出店者）
18歳以上、営利目的不可、
15組。出店料無料。家庭で
使わなくなった育児用品を有
効活用しましょう！くわしく
は「センターだより」または
チラシでご確認ください。３
日（土）から電話受付。
天体観測会「お月見団子を
作って中秋の名月をみよう」
11日（日）午後７時30分～、
対象：どなたでも可、20組。
参加費100円。８月28日（日）
から電話受付。
プラネタリウム「今夜見える
星空と全天周番組」
平日…午後２・３時、土・日・
祝日…午前 11 時・午後１・
２・３・４時の投影。幼児・
70歳以上の方無料、小中高
校生 50円（土・日・祝は無料）、
大人 300円。
将棋入門！

（将棋クラブ初心者コース）
４日（日）・11日（日）午後２

時～３時30分。対象：小学
生～中学生、無料。将棋のルー
ルを基礎から学べます。児童
文化センターで申込受付中

（当日参加も可）。
くわしくは興津さん（☎３２
－２６６７) まで。
えほんとわらべうた
毎週水曜日、0～１歳半：午
前10時30分～、１歳以上：
11時10分～。
紙芝居のじかん
17日（土）午後２時15分～３
時、対象：幼児～大人。山陰
に伝わる民話や伝説を中心に
上演します。自由参加、無料。
おはなしのへや（協力：朗読
ボランティア火曜の会）
11日（日）午前11時～11時
30分、対象：幼児～大人。
だくちるおはなし会（協力：
おはなしグループだくちる）
24日（土）午後２時15分～３
時、対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談「ままこん」
28日（水）午前10時～正午、
自由参加、無料。保育園の元
先生方が、子育て中の保護者
の悩みに優しく答えてくださ
います。
みなとやまプレーパーク

（協力：みなとやまプレーパーク実行委員会）
毎週日曜日と 19日（月・祝 )、
午 前10時 ～ 午 後４時30分。
屋外に冒険遊び場を開園。対
象・幼児～大人。無料。
児童文化センターボランティア募集

天体観測・図書室・プレーパー
ク・敷地内美化・各種イベン
トおよびクラブ活動・工作な
どの遊びのボランティアを募
集しています。くわしくは児
童文化センターまで。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日
■多目的ホールと研修室は開
館日の午後10時まで利用可。
有料・要事前申込。（１週間
前まで）

平成23年度 米子市美術館
常設展Ⅰ「屏風の美」
収蔵品の中から日本画や書な
どの屏風を展観します。
会期：９月４日（日）～10月
２日（日） ［水曜日休館］
観覧料：一般：310（260）円、
大学生以下の方、70歳以上
の方、障がいのある方（介護
者１名含む）は無料
※（　）内は15名以上の団体
料金。本年度から、高校生・
大学生の常設展観覧料が無料
になりました。この機会にぜ
ひご覧ください。

▼関連記事：P10「美術館通
信をご覧ください。

第２回ミュージアムスクール
野外彫刻探検
学芸員の解説を聞きながら彫
刻ロードを散策します。
18日（日） 午後２時～３時30
分、集合場所：米子市文化ホー
ル オープンスペース、参加

無料、定員 40名程度、事前
申込不要。
※くわしくは美術館までお問
い合わせください。
■開館時間
　午前10時～午後６時

民話のへや
18日（日）午後１時30分～、
２階いろりの間
語り：ほうき民話の会
内容：龍

りゅう

の秘密、こしおれす
ずめ、さめにのまれる、蜘

く も

蛛
の糸、鼠

ねずみじょうど

浄土
■開館時間
午前９時30分～午後６時
■今月の休館日
毎週火曜日、21日、24日

常設展開催中
米子市で発掘された遺跡の出
土品を紹介しています。
■観覧料　無料
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■今月の休館日
毎週火曜日、21日、24日

考古学講座（第３回）
「古墳時代のよなご」
発掘の成果をスライド、出土
品等で、解説します。
11日（日）午後１時30分～３
時、定員40名、資料代100円、
電話受付中。
■開館時間
午前９時～午後５時
■今月の休館日　催事開催日
を除く毎週土、日、祝

９月の催し

児童文化センター
（☎ 34－5455）

米子市美術館
（☎ 34－2424）

山 陰 歴 史 館
（☎ 22－7161）

福市考古資料館
（☎ 26－3784）

埋蔵文化財センター
（☎ 26－0455）
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つつじ読書会
３日（土）午後２時、大会議室、

『田
た

辺
な べ

聖
せ い

子
こ

の古典まんだら』
（下）　田辺聖子：著　新潮社
楽しく漢文に学ぶ会
４日（日）　時間、会場など、
くわしくは図書館にお問い合
わせください。
おはなし会
★毎週木曜日（協力：ほしの
ぎんか、第４木曜：火曜の会）
午前10時40分～ 11時30分、
親子読書コーナー。
★13日（火）（毎月第２火曜日
・図書館職員）午後４時～。絵
本の読み聞かせ・わらべうた・
紙芝居・パネルシアターなど。
伯耆文化研究会９月例会
10日（土）午後１時30分、
大会議室。 ▼「美保飛行場周
辺の戦争遺跡―掩

え ん た い ご う

体壕を中心
にして―」…発表者：篠

し の

田
だ

建
け ん

三
ぞ う

さん　 ▼「明治前期の新道
建設と交通事情」…発表者：
岩
い わ

佐
さ

武
た け ひ こ

彦さん
古文書研究会
24日（土） 午後１時30分、大
会議室。「新修米子市史近世」
関連史料から「鹿島重好御用
日記」（維新変動期の米子町）
を読む。講師：山

や ま ふ じ

藤良
り ょ う じ

治さん
ビジネス支援
「起業・事業融資相談会」（要
事前申込）
14日（水）午後２時～４時、
特設文庫室、予約先：日本政
策金融公庫米子支店（☎３４
－５８２１）
「特許無料相談」（要事前申込）
27日（火）午前10時30分～
午後４時、特設文庫室。主催・
予約先：米子市立図書館（☎

２２－２６１２）
米子高専連携講演会
17日（土）午後２時～４時、
大会議室。テーマ：「近代の
ことばについて」　講師：米
子高専講師　松

ま つ ざ き

崎安
や す こ

子さん
■開館時間　午前10時～午
後６時（今月まで金曜日は午
後８時まで延長して開館）
■今月の休館日　毎週月曜
日、30日（月末資料整理）

９月１日から受付開始！
コハクチョウ初飛来日当てク
イズ 2011
今年のコハクチョウの初飛来
日を予想しましょう。見事正
解の皆様には記念品をプレゼ
ント。さらに、正解者の中か
ら抽選で 1 名に豪華プレゼ
ントがあります。
対象：入館者の方対象。応募
は１人１回のみ。応募用紙に
必要事項をご記入の上、応募
箱に入れてください。ハガキ
やファックス、メールなどの
応募は不可。募集期間：９月
１日（木）～コハクチョウが
初飛来するまで。会場：水鳥
公園ネイチャーセンター
自然観察会「秋の鳴く虫鑑賞会」
夜に涼しげな声で鳴く虫たち
の声に耳を傾けてみません
か。３日（土）午後７時～８
時30分、対象：小学生の親
子向け、当日受付、要入館料

（300円）、集合：水鳥公園ネ
イチャーセンター
手作り自然教室「カエル工房
in 米子水鳥公園」
プロの生き物レプリカ職人、

「カエル工房」さんの指導で
本物にそっくりなカエルを作

ります。
11日（日）午後２時～４時、
対象：小学生以上、先着 20
名、要予約、参加費 500円、
会場：水鳥公園ネイチャーセ
ンター
自然観察会「名ハンター、オ
オタカを探そう！」
水鳥公園に獲物を探しにやっ
てくるオオタカを観察しま
す。10月８日（土）午前10時
～11 時30分、対象：小学生
～大人、当日受付、集合：水
鳥公園ネイチャーセンター
※水鳥公園のイベントは、
とっとり県民カレッジ連携講
座です。
■開館時間
午前９時～午後５時30分
■今月の休館日　毎週火曜日

９月ロビー展
「リサイクルジオラマアート」
いなばのしろうさぎ・
ヤマタノオロチ
高
た か お か け ん

岡健二
じ

さん
■入園料
大人 200円、小・中学生 50円。

（市内にお住まいの方の料金。
受付でお申し出ください。）
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■休館日　第２・第４水曜日

素鳳コレクション
「祭・ハレの日～人形で楽し
む日本の祭～」
日本人の心、祭を題材にして
祭の主役である山車・踊り姿
の楽しい人形・異国への憧れ
の唐子人形などを展示。
期間：10月10日（月）まで
企画展　門

かどわきかずひろ

脇和弘の『組子細
工』と雑

さ い が は な こ

賀花子の『墨の世界』
期間：９月14日（水）～10月
10日（月）

■入館料
　250円（小学生以下無料）
■開館時間
　午前９時～午後５時
■休館日　第２・第４火曜日

米子水鳥公園
（☎ 24－6139）

伯耆古代の丘公園
（☎ 56－6817）

市 立 図 書 館
（☎ 22－2612）

素鳳ふるさと館
（☎35－0175：米子市観光センター）

県総合情報誌『とっとりＮＯＷ』
（第91号・９月１日発行）

好評発売中！
　“庶民の味”を全国に向けて売り出すグ
ループが近年、続々登場。今回の巻頭特集
では、「人が人をつなぎ、結集して生み出す
パワー」を軸に、それぞれの味も紹介します。
　特集では、関金町山守地区で 20年以上続
く「子供歌舞伎」にスポットを当てました。
■取扱場所　県内の主な書店など
■定 価　１部 300円（税込）
■発 行　年４回（３、６、９、12月）
【問合せ】鳥取県広報連絡協議会（県庁内）
　　　　　☎０８５７－２６－７０８６



米子市の人口と世帯数　平成23年８月１日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,093人（＋50人）　男性 71,276人（＋43人）　女性 78,817人（＋7人）　世帯数 63,594世帯（＋60世帯）

■編集発行／米子市総務部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@city.yonago.lg.jp　■毎月１日発行　■印刷／有限会社岡本美術印刷

　先月に続いて、今月も「モドキ」な生き物をご紹介します。今回ご紹介する生き物は、
イチジクヒトリモドキというガの仲間です。
　2010年９月23日の 21時すぎ、ネイチャーセンター事務室のガラス窓に見慣れない
ガが止まっていました。
　そのガは、翅

はね

を水平に開いたまま後ろにたたんでいて、上から見ると三角形をして
いて、全身山吹色の派手な姿をしていました。初めて見るガでしたが、すぐにイチジ
クヒトリモドキだと分かりました。
　その理由は、いつも水鳥公園で自然観察イベントのボランティアをしてくれている
島根大学の学生さんから、近年イチジクヒトリモドキが山陰地方で増えているので、

水鳥公園にも現れるかもしれない、と事前に教えてもらっていたからです。普段からガに注目している人たちは、イチジ
クヒトリモドキの北上傾向に気づいていて、山陰地方にも進出してくることを予測していたのです。
　このガは名前のとおり、幼虫はイチジクやイヌビワなどの葉を食べて成長します。そのため、イチジク農家の方には大
変な害虫で、ひどい場合にはイチジクの葉が全て食べられ、丸坊主になってしまうほどです。本来は東南アジアに分布し
ているガで日本にはいなかったのですが、1964年に沖縄で初めて発見されました。それ以降どんどん北上し、島根県で
は 2006年から、鳥取県では 2007年から確認されています。
　また、イチジクヒトリモドキは、主要な道路沿いに生えているイヌビワやイチジクなどでよく見つかるそうです。理由
は良く分かりませんが、人間の動きと同じようにガが道路に沿って移動しているとは興味深いです。
　このように、南の暖かい地域の生き物が北上している傾向は、多くの種類で報告されており、温暖化の影響と考えられ
ています。
　普段歩きなれている場所で見慣れない生き物が目立ち始めたら、その環境に何らかの変化があった可能性があります。
身近な生き物に注目していると、いち早く環境の変化に気づくことができるかもしれません。

水鳥公園指導員　桐
き り は ら け い す け

原佳介

水鳥公園からのたより
イチジクヒトリモドキ

９月に見られる水鳥公園の生きものたち
カイツブリ、カワウ、アオサギなどのサギ類、コガモやカルガモなどのカモ類、トウネンやハマ
シギなどのシギ類、など。

トウネン

「よなごの宝88選」から
　弓ヶ浜の恵みと景観　 《宝No.68》

　米子市皆生から境港市へ至る弓ヶ浜半島の美保湾に面する外浜海岸は、長さ18km
にわたりクロマツの海岸林と砂丘地となっています。この海岸の眺めは白砂青松と
うたわれます。
　海浜の植物としては、コウボウムギが広く分布し、内陸になるにつれて、ハマヒ
ルガオ、ハマハタザオ、ハマニガナ、ウンラン、ハマボウフウなどが自生していま
す。コウボウムギ（カヤツリグサ科）は、地中の古い繊維が筆を思わせることから、
別名を筆草といいます。名前は、穂が麦に似ていることと書道の達人・弘法大師に因んでいます。ハマヒルガオは、
その名のとおり海岸の砂地に生えるヒルガオ科の植物で、５月ごろ、径４～５cmの淡紅色の花を咲かせます。ハ

マボウフウは、昔から食用にされたことから個体数は減っていましたが、環境保護の取り組み
により数が増えつつあります。クロマツの林内には、アキグミ、マサキ、トベラなどの海岸性
の低木が生え、林床には、４月ごろ淡紅紫色の花を咲かせるハマダイコンが多く見られます。
　植栽されたクロマツの海岸林は、防風、防砂の役割を担うとともに、弓ヶ浜半島を特徴づけ
る景観を維持するための貴重な財産でもあります。
　弓ヶ浜は、砂州であるため、農業には不向きな土地でしたが、米川の整備によって灌

かん が い

漑用水
を引くことができるようになりました。弓ヶ浜の特産物としては、昔は、排水のよい砂地を利用した綿栽培や養蚕
業が盛んでしたが、現在では、ネギや葉タバコの栽培が盛んに行なわれています。
■おわびと訂正　８月号の記述に誤りがありました。おわびし訂正いたします。
　　　　　　　　８行目 :（誤）北東端の「鼻の渕」→（正）北西端の「岩の鼻」。

お知らせ　第15回よなご88探宝会　９月17日（土）午後１時～４時、アジア博物館・井上靖記念館界隈、定員 30名、参
加費 500円。申込方法：住所・氏名・電話番号を明記の上、郵便または FAXで「よなごの宝88選事務局」（東町161－2
　文化課内、FAX23－5414）まで。
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